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Ⅰ　概要

　行政院主計総処国民所得統計審議会が11月28
日午後２時開催され、2023年第１四半期から
2025年第２四半期国民所得統計の修正、2025年
第３四半期の速報値、2025年４四半期及び2026
年の経済見通しなどを審議した。概要は以下のと
おり。

一�、2023年及び2024年の経済成長率を最新デー
タに基づきそれぞれ＋1.08％（修正前＋
1.12％）、＋5.27％（修正前＋4.84％）に修正
する。
二�、2025年第１、第２四半期の経済成長率（yoy）
をそれぞれ＋5.54％（修正前＋5.45％）、＋
7.71％（修正前＋8.01％）に修正する。2025 
年第３四半期の経済成長率（速報値）は＋
8.21％、10月時点の概算値＋7.46％から＋
0.57％ポイントの上方修正となった。
三�、2025年第４四半期の経済成長率予測は＋
7.91％（８月時点の予測値から＋6.19％ポイ
ントの上方修正）。2025年の経済成長率は＋
7.37％（＋2.92％ポイントの上方修正）となり、
一人当たりGDPは３万8,748 米ドル、一人当
たりのGNIは３万9,845 米ドル、CPIは＋
1.67％となる見込み。
四�、2026年の経済成長率の予測は＋3.54％、８
月時点の予測値＋2.81％から＋0.73％ポイン
トの上方修正。一人当たりGDPは４万951 米
ドル、一人当たりのGNIは４万2,070 米ドル、
CPIは＋1.61％となる見通し。

Ⅱ　国民所得統計及び経済予測

一�、2023年及び2024年経済成長率の修正
　国民所得統計は毎年11月に、各種の最新調査
及び関連資料に基づいて過去２年間の統計を修正
している。2023年及び2024年の経済成長率は、
それぞれ＋1.08％、＋5.27％で元の数値からそ
れぞれ▲0.04ポイントの下方修正、＋0.43％ポ
イントの上方修正となった。
（一）�　今回の修正は、最新の製造業投資及び運営

概況、工場校正、営利事業所得税の申告デー
タ、税関統計、国際収支、旅行状況、教育消
費支出、家庭収支調査、卸売、小売及び飲食
レストラン業経営状況調査などの各項目の調
査及び公務統計の最新資料、上場・店頭登録
会社の財務諸表、公営事業及び各レベルの政
府の最新の決算書などの関連資料に基づき、
2023年及び2024年の各四半期の統計を検
討・修正した。

（二）�　修正後の2023年の経済成長率は＋1.08％
となり、修正前の数値の＋1.12％から　　　
▲0.04％ポイントの下方修正となり、名目
GDP生産額を23兆5,983億台湾元に修正し
た。2024年の経済成長率は＋5.27％と修正
前の＋4.84％から＋0.43％ポイントの上方
修正となり、名目GDP生産額を25兆7,371
億台湾元に修正した。

二、2025年第１，２四半期の修正
　2024年第１、２四半期の経済成長率（yoy）は、
それぞれ＋5.54％、＋7.71％に修正した。2025
年上半期の経済成長率は＋6.64％となった。こ
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れは主に、経済部の「製造業投資及び運営概況調
査」などの投資関連調査、中央銀行の国際収支
（BOP）、各層の政府機関会計報告等の最新資料
に基づいて修正した。第１、第２四半期の季節調
整後の前期比成長率（saqr）は、それぞれ＋
1.95％、＋2.54％、同年率換算値（saar）は、
それぞれ＋8.04％、＋10.56％となった。

三、2025年第３四半期経済成長率の速報値
　2025年第３四半期速報値における実質GDP
の対前年同期比成長率（yoy）は＋8.21％と、
10月時点の概算値（＋7.64％）から＋0.57％ポ
イントの上方修正、８月時点の予測値＋2.91％
から＋5.30％ポイントの上方修正となった。季
節調整後の前期比成長率（saqr）は＋1.71％、
同年率換算値（saar）は＋7.02％となった。
（一）外需面について
１�、輸出について、米国が８月から適用しようと
した半導体及び関連産品（我が国輸出の７割を
占める）に対する100％超の関税措置は依然と
して調査中であり、主要なクラウドサービス業
者（CSP）の資本支出は引き続き拡大し、AI（人
工知能）等の新興技術に対する需要拡大が予想
を上回り、加えて消費者向け新型電子製品の出
荷の増加により、2025年第３四半期の輸出（米
ドルベース）は前年同期比＋36.49％（台湾元
ベースでは＋25.57％）となった。三角貿易※
も好調で、各項目の商品及びサービスを計上し、
物価要因を控除した商品及びサービスの実質輸
出は＋31.95％の成長となった。

※�（当所注）三角貿易とは、台湾企業が海外の顧客から注文

を受け、第三国のサプライヤーから商品を調達し、買い手

に販売する貿易方法。

２�、輸入について、AI産業の国際的な分業化や
輸出が輸入需要を牽引し、原材料の調達及び資
本設備の購入が増加したことから、2025年第
３四半期の商品輸入（米ドルベース）は前年同
期比＋24.91％（台湾元ベースでは＋14.96％）
となった。このうち、農工原材料及び資本設備
はそれぞれ＋21.97％、＋47.49％となった。
サービス輸入は国民の海外旅行ブームの持続に
より増加しており、各項目の商品及びサービス

を計上し、物価要因を控除した商品及びサービ
スの実質輸入は＋26.09％となった。
３�、輸出から輸入を差し引いた外需全体の経済成
長への寄与度は＋7.57％ポイントと2008年第
３四半期以降の最高値となった。

（二）内需面について
１�、民間消費：第３四半期は、情報通信、娯楽・
レジャー等の消費が増加したほか、株式市場の
活況による取引手数料収入の増加、海外旅行者
数の増加による海外での消費が増加した一方、
自動車・バイクの販売不振によるマイナス成長、
小売・飲食レストラン業の売上の低迷が民間消
費の成長を抑制したことから、各消費項目から
来台観光客の消費と物価要因を控除した第３四
半期の実質民間消費（速報値）は＋1.19％と
なり、経済成長への寄与度は＋0.56％ポイン
トとなった。このうち、国民による国内消費は
前年比＋0.76％の微増となり、国民による海
外消費は＋7.59％となった。
２�、政府消費：実質成長率は＋0.30％、経済成
長への寄与度は＋0.04％ポイントとなった。
３�、資本形成について、
①�新興技術製品に対する需要増加を背景とした企
業の投資拡大の継続により、第３四半期の資本
設備輸入（台湾元ベース）は前年同期比＋
35.77％（うち半導体設備は前年同期比＋
59.58％）となり、域内投資財生産量も＋
17.93％となった。機械設備及び知的財産投資
が増加、建設工事投資も小幅な成長となった。
一方、運輸機械投資は営業用小型車及び飛行機
等の購入ペースの鈍化により減少した。物価要
因を控除した第３四半期の固定資本形成の実質
成長率（速報値）は前年同期比＋9.34％となり、
経済成長への寄与度は＋2.31％ポイントと
なった。在庫変動を加えた資本形成の実質成長
率は＋0.16％、経済成長への寄与度は＋0.03％
ポイントとなった。
②�投資の主体別について、公営事業及び政府固定
投資の実質成長率は前年同期比＋10.84％、＋
6.43％となった。民間投資の実質成長率は、
半導体業者が製造プロセスの改善や製造能力の
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拡充に積極的に取り組んだことから、前年同期
比＋9.58％となった。
４、以上の各項目を合わせた第３四半期の内需全
体の成長率は＋0.73％、経済成長率への寄与度
は＋0.64％ポイントとなった。

（三）生産面について　　
１�、農業は、漁業産量の減少により、第３四半期
の農業の実質成長率は▲0.76％となり、経済
成長への寄与度は▲0.02％ポイントとなった。
２�、工業生産の実質成長は＋12.25％となった。
これは、主にAI（人工知能）、高速演算及びク
ラウドサービスに対する需要の持続的な拡大、
加えて消費者向け新型電子製品の発売が電子情
報製品の増産をもたらした一方、従来型産業製
品※の需要が依然として低迷しており、増加幅
の一部を相殺したことから、第３四半期の製造
業の実質成長率は＋17.56％となり、三角貿易
及び研究開発を含めた第３四半期の製造業の実
質成長率は＋13.44％、経済成長寄与度は＋
5.05％ポイントとなった。

※�（当所注）電子情報産業を除いた民生、化学、金属機械な

どの製造業

３�、サービス業について、AI関連応用の拡大に
より、第３四半期の売上額は前年同期比＋
5.41％となった。小売業（売上額前年同期比
▲1.63％）を加え、物価要因を控除した第
３四半期の卸売・小売業全体の実質成長率は＋
6.66％となり、経済成長への寄与度は＋0.84％
ポイントとなった。
　運輸及び倉庫業は、製造業の好調な生産活動や
好調な輸出により運輸需要が増加した。一方、旅
客輸送量は、旅行人気は衰えてはいないものの昨
年基準値が高かったことから伸びは緩やかとなっ
た。第３四半期の運輸及び倉庫業の実質成長率は
＋2.02％となり、経済成長への寄与度は＋0.05％
ポイントとなった。
　宿泊及び飲食レストラン業は、観光客の持続的
な増加により、第３四半期の観光宿泊総売上額は
前年同期比＋1.39％となり、飲食レストラン業
売上額は前年同期比＋1.82％となった。物価要
因を控除した第３四半期の宿泊・飲食レストラン

業の実質成長率は＋0.62％となり、経済成長率
への寄与度は＋0.02％ポイントとなった。
金融及び保険業について、金融機関の利息収入純
額は＋18.11％となった。手数料収入は＋
12.54％となった。また、株取引の活況による証
券先物業の売上収入の増加から、その他保険サー
ビス、投資信託顧問料等の手数料と合わせた第
３四半期の金融・保険の実質成長率は＋5.85％
となり、経済成長への寄与度は＋0.38％ポイン
トとなった。

四、2025年第４四半期及び2026年の経済展望
（一）　国際経済情勢
１�、世界経済は貿易の不確実性にさらされる中に
おいても強靭性を示している。Ｓ＆Ｐ Global
の11月の最新資料によると、2025年及び
2026年世界経済の成長率はそれぞれ＋2.8％、
＋2.7％（2025年８月時点の予測値からそれぞ
れ＋0.2％の上方修正、横ばい）となる。この
うち、2025年及び2026年の先進国経済はそれ
ぞれ＋1.8％（＋0.3％ポイント上方修正）、＋
1.7％（横ばい）となり、新興国経済の成長率
はそれぞれ＋4.2％（＋0.1％ポイントの上方修
正）、＋4.0％（＋0.1％ポイントの上方修正）
となる見通しである。一方、米国の関税政策及
び地政学のリスクが依然として存在しているた
め、世界経済の発展は依然として不透明感が存
在している。
２�、米国及び欧州の経済について、2025年の米
国経済成長率は前年同期比＋2.0％（＋0.3％ポ
イントの上方修正）、2026年は＋2.2％（▲0.2％
ポイントの下方修正）に上昇する見込み。
2025年のドイツ、フランス、イギリスの経済
成長率はそれぞれ＋0.3％、（▲ 0.1％ポイント
の下方修正）、＋0.8％（＋0.3％ポイントの上
方修正）、＋1.4％（＋0.2％ポイントの上方修正）
となり、2026年はそれぞれ＋1.0％（▲0.2％
ポイントの下方修正）、＋0.8％（＋0.2％ポイ
ントの上方修正）、＋0.9％（▲0.1％ポイント
の下方修正）となる見通しである。
３�、アジア経済について、2025年の中国大陸の
経済成長率は前年同期比＋5.0％（＋0.2％ポイ
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ントの上方修正）、2026年は＋4.6％（＋0.4％
ポイントの上方修正）となる見込み。2025年
の韓国の経済成長率は前年同期比＋1.0％（＋
0.1％ポイントの上方修正）、2026年は＋1.9％
（横ばい）、2025年のシンガポールの経済成長
率は＋3.4％（＋0.7ポイントの上方修正）、
2026年は＋2.5％（＋0.2パーセントの上方修
正）、2025年の香港の経済成長率は＋3.2％（＋
0.7％ポイントの上方修正）、2026年は＋2.1％
（＋0.1％ポイント）、2025年の日本の成長率は
1.4％（＋0.6％ポイントの上方修正）、0.7％（＋
0.1％の上方修正）となる見通し。

（二）2025年第４四半期及び2026年の国内経済
予測
１、対外貿易
（１）�　AIなどの新興技術の応用が急速に普及し、

計算能力需要の急増が大型クラウドサービス
業者（CSP）のAIインフラ建設の加速を促し、
また、米国の半導体関税措置の実施の延期や
電子製品への需要の回復が、台湾が優位性を
持つ電子部品及び情報通信産品の輸出の大幅
増をもたらしているが、一部の従来型産業は
依然として世界的な生産能力の過剰の影響を
受け、輸出が抑制されることから、2025年
第４四半期の商品輸出は1,723億米ドル、前
年同期比＋36.84％となる見込み。三角貿易
は外需に伴い成長し、訪台観光客の増加が
サービス輸出に寄与することから、商品及び
サービス貿易を加味し、物価要因を控除した
2025年第４四半期の輸出の実質成長率は＋
34.84％（８月時点の予測値から＋18.19％
ポイントの上方修正）となる見込み。輸入は、
輸出及び投資増加による輸入増加により、
2025年の第４四半期は1,309億米ドル、前
年同期比＋24.91％となる見通し。輸入の実
質成長率は＋29.25％（＋11.63％ポイント
の上方修正）となる見通し。１～３四半期と
合わせた2025年の輸出、輸入は前年同期比
それぞれ＋31.14％（＋7.40％ポイントの上
方修正）、＋28.47％（＋3.93％ポイントの
上方修正）となる見通しである。

（２）�　2026年を展望すると、米国関税の影響が
依然として高く、IMF（国際通貨基金）は、
2026年の世界貿易量成長率を2025年の＋
3.6％から2.3％にまで減少すると予測してい
る。一方、AI関連技術及び応用の発展が長
期的に見込まれ、各国政府はAIインフラの
積極的な整備に取り組んでおり、AI関連の
ハードウェアの需要が引き続き増加すること
が見込まれる中、台湾の産業サプライチェー
ンの完成度や優位性により、先端半導体の増
産が輸出の増加を押し上げることから、
2026年の輸出及び輸入はそれぞれ6,644億
米ドル、5,002億米ドル、昨年の高い基準値
においても前年同期比でそれぞれ＋6.32％
＋3.29％となる見込み。商品及びサービス
貿易を合計し、物価要因を控除した2026年
の輸出及び輸入の実質成長率はそれぞれ＋
4.84％（＋2.83％ポイントの上方修正）、＋
4.32％（＋2.41％ポイントの上方修正）と
なる見通し。

２、民間消費
　政府の現金給付政策が消費拡大に寄与し、加え
て貨物税負担軽減政策が自動車市場を刺激するこ
とから、2025年第４四半期の民間消費の実質成
長率は＋3.14％となり、１～３四半期を併せた
2025年の民間消費は前年同期比＋1.50％（＋
0.65％ポイントの上方修正）となる見込み。
2026年は、良好な企業収益が賃金及び株配当の
増加を支え、これらが家庭可処分所得の増加をも
たらすとともにAI応用普及率の増加が電子産品
の買い替え需要をもたらし、加えて海外旅行ブー
ムの持続が消費力の下支えとなることから、
2026年の民間消費の実質成長率は＋2.43％（＋
0.24％ポイントの上方修正）となる見通し。
３、固定資産投資
（１）�　民間投資について、域内半導体企業及びサ

プライチェーンは高度製造プロセス等を拡充
するため、設備投資を１～３四半期の執行率
まで引上げる。一方、不動産市場の軟化が成
長を抑制するが、研究開発の安定的な拡大が
減少幅を相殺することから、2025年第４四
半期の民間投資の実質成長率は▲2.18％と
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なり、１～３四半期と合わせた2025年の民
間投資の実質成長率は＋9.98％（＋0.09％
ポイントの上方修正）となる見通し。2026
年は生産拡大基調が維持され、航空業者によ
る航空機購買の増加が投資の下支えとなる
が、昨年基準値が高かったことから、前年同
期比＋1.73％（▲0.02％の下方修正）とな
る見通しである。

（２）�　公共投資を計上した2025年の固定投資の
実質成長率は＋9.69％（＋0.50％ポイント
の上方修正）となり、2026年は＋2.17％（＋
0.49％ポイントの上方修正）となる見通し
である。

４、物価
（１）�　国際機関の予測及び足元における石油価格

のトレンドを参考として、2025年第４四半
期のOPEC原油価格を１バレル＝63.9米ド
ル（８月時点の予測値から2.8米ドルの下方
修正）、2025年は１バレル＝69.6米ドル（８
月時点の予測値から0.7米ドルの下方修正）、
また、2026年のOPEC原油価格を１バレル
＝56.6米ドル（4.8米ドルの下方修正）と設
定する。

（２）�　外食価格、家賃の値上がりが継続し、10
月から民生用電気料金が値上がりする一方、
最近の青果価格は昨年と比較し下落しつつあ
り、また、アフリカ豚熱による豚肉価格への
影響も限定的（11月６日から食肉処理が解
禁）となっている。加えて、石油価格が依然
として低水準で推移し、台湾元の為替レート

の上昇も物価の上昇圧力を緩和することが期
待されている。2025年のCPIは＋1.67％（▲
0.09％ポイントの下方修正）となる見通し。
2026年は、石油価格の下落やサービス価格
が高基準値により安定する見込みであること
から、CPIの上昇幅は縮小し、CPIは＋
1.61％（▲0.03％ポイントの下方修正）と
なる見通し。

５�、以上の要因を総合すると、2025年通年の
GDP規模は28兆台湾元を突破し、経済成長率
は＋7.37％（2.92％ポイントの上方修正）、
CPIは＋1.67％となる見通し。また、2026年
の経済成長率は＋3.54％（0.73％ポイントの
上方修正）、一人当たりのGDPは４万951米
ドル、CPIは＋1.61％となる見通し。

（三）主要な不確実性
１�、AI、高速演算等の科学技術の発展と活用の
進展、関連インフラ施設に対する需要の変化。
２、米国の関税措置が世界貿易・経済及びインフ
レ、サプライチェーンに与える影響。
３�、米関税措置の影響を軽減するための財政政策
及び関連政策の効果。
４�、地政学リスクの変化が世界貿易及び物価に与
える影響。
５�、主要国の金融政策が国際金融市場及び実体経
済に与える影響。

� 以上
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行政院主計総処　2025年11月28日発表重要経済指標

（出典）行政院主計総処
r：修正値、p：速報値、ｆ：予測値

経済成長率（実質 GDP）（％） 一人当たり GDP 一人当たり GNI 消費者物
価上昇率

生産者物
価上昇率 名目 G ＤＰ

（百万台湾元）
前年同期比 前期比

（年率換算） 前期比 台幣元 米ドル 台幣元 米ドル （％） （％）

2018 年 2.91 － － 781,169 25,901 800,173 26,531 1.36 － 18,420,039

2019 年 3.06 － － 804,123 25,998 827,662 26,759 0.55 － 18,974,097

2020 年 3.42 － － 849,105 28,705 877,020 29,649 ▲ 0.23 － 20,023,752

2021 年 6.72 － － 927,776 33,111 952,302 33,987 1.97 － 21,773,291

2022 年 2.68 － － 978,579 32,827 1,008,406 33,828 2.95 10.51 22,820,430

2023 年（r） 1.08 － － 1,010,959 32,444 1,044,671 33,526 2.49 ▲ 0.57 23,598,348

第 1 季（r） ▲ 3.58 ▲ 8.91 ▲ 2.31 235,631 7,756 249,472 8,209 2.61 3.16 5,484,505

第 2 季（r） 1.42 10.26 2.47 244,824 7,977 253,134 8,246 2.04 ▲ 3.68 5,711,773

第 3 季（r） 1.56 8.33 2.02 257,726 8,138 258,581 8,163 2.45 ▲ 0.97 6,021,960

第 4 季（r） 4.74 10.63 2.56 272,778 8,573 283,484 8,908 2.88 ▲ 0.60 6,380,110

2024 年（r） 5.27 － － 1,099,390 34,238 1,140,906 35,531 2.18 1.37 25,737,088

第 1 季（r） 7.16 0.20 0.05 262,415 8,345 275,122 8,749 2.34 ▲ 0.04 6,145,244

第 2 季（r） 5.33 2.36 0.58 268,110 8,289 278,249 8,602 2.20 2.81 6,277,605

第 3 季（r） 4.66 6.02 1.47 276,678 8,567 279,652 8,659 2.23 1.59 6,476,525

第 4 季（r） 4.13 7.19 1.75 292,187 9,037 307,883 9,521 1.96 1.11 6,837,714

2025 年（f） 7.37 － － 1,205,815 38,748 1,240,221 39,845 1.67 ▲ 1.96 28,163,807

第 1 季（r） 5.54 8.04 1.95 285,793 8,689 295,438 8,983 2.21 3.72 6,683,980

第 2 季（r） 7.71 10.56 2.54 293,006 9,498 301,310 9,767 1.65 ▲ 3.10 6,844,826

第 3 季（p） 8.21 7.02 1.71 304,875 10,176 308,261 10,289 1.46 ▲ 5.02 7,113,299

第 4 季（f） 7.91 4.26 1.05 322,141 10,385 335,212 10,806 1.37 ▲ 3.28 7,521,702

2026 年（f） 3.54 － － 1,280,958 40,951 1,315,892 42,070 1.61 ▲ 0.50 29,860,891

第 1 季（f） 5.96 3.32 0.82 307,723 9,838 319,357 10,210 1.27 ▲ 4.23 7,181,825

第 2 季（f） 4.21 1.37 0.34 314,783 10,063 323,326 10,337 1.63 0.06 7,341,827

第 3 季（f） 2.39 0.96 0.24 321,980 10,293 324,045 10,360 1.79 1.85 7,503,285

第 4 季（f） 1.90 0.75 0.19 336,472 10,757 349,164 11,163 1.74 0.53 7,833,954


